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SFAの高度石灰化を伴うCTOに対してCROSSERが有用であった一例 
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EVT (End Vascular Treatment)において高度石灰化病変にはガイドワイヤーやマイクロカテーテルを進める際に病変部を通過

出来ず不成功となる症例がある。このような病変に対し、当院では2015年よりCrossingデバイスであるCROSSERを導入した。

症例は、86歳女性、HT(+)DM(－)HL(+)喫煙(－)、エコー所見では Rt.SFAの閉塞病変(CTO:Chronic Total Occlusion)、ATA分

岐部まで血流は認められていなかった。高度石灰化病変を伴うCTOに対してBalloon Catheterの不通過により一度はEVTを断

念したが、CROSSERの使用によってBalloon CatheterをDeliveryし、Stentingに成功した症例があったので報告する。 

 


